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2025「伊勢」と⽇本スタディプログラム　最終レポート 

皇學館大学の「伊勢と日本研究プログラム」は、特に神道や関連する学問に従事する者に

とって、非常に充実した経験となりました。このプログラムは、神道儀式の中心である伊

勢を包括的に探求し、日本の宗教的伝統を定義する精神的・文化的側面を理解するための

貴重なプラットフォームを提供しています。私は祭りとその神道儀式に基づく研究を行っ

ている者として、このプログラムを通じて得られた多くの知見が私の研究に深く影響を与

えることとなりました。

このプログラムを通じて、私は伊勢のさまざまな側面に触れる機会を得ました。日本で最

も神聖な神社である伊勢神宮を訪れ、神道の実践の本質に直接触れることができました。

さらに、プログラムには地域に関連する言語、文化、観光、歴史的な物語の学びも含まれ

ており、博物館や学術的な議論を通じて、神道儀式の文化的な継続性と変容についての多

様な視点が広がりました。

プログラムの中で特に印象深かったのは、和歌山の熊野古道を巡る巡礼でした。この経験

は、日本の宗教的伝統における精神的な旅路を深く理解するものとなり、神聖な道を歩き

ながら、これらの巡礼が持つ歴史的・宗教的な重要性を感じ、儀式実践における身体的な

体験への学術的な探求を一層強化することができました。

このプログラムに参加する前、私は自分がどれほどの変革的な旅を経験することになるの

か、ほとんど予想していませんでした。この経験は、学問的な追求だけでなく、個人的な

追求にも深い印象を残しました。伊勢は、学びの場としてだけでなく、精神の故郷とし

て、私の心に深く刻まれました。伊勢の人々、道、山々、そしてその本質は、私に強い結

びつきを与え、この場所に何度でも戻りたくなることでしょう。このすべては、皇學館大

学の温かい支援のおかげであり、この旅を可能にしてくれたすべての方々に心から感謝申

し上げます。ここで出会った素晴らしい人々に、直接お礼を伝えることができなくても、

この忘れられない経験に対して、心から感謝していることを伝えたいです。

「ふるさとの心」として知られる伊勢は、今や私の心にも深く根付いています。ありがと

うございました。
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